
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費

　
空
調
設
備
の
老
朽
化
で
不
具
合
が

発
生
し
て
い
る
た
め
、
設
備
を
更
新

す
る
費
用
　
　
　
　  

２
１
７
８
万
円

地
方
創
生
事
業
費

　
東
福
間
駅
周
辺
地
域
団
地
再
生
事

業
に
お
い
て
、
民
間
資
金
等
の
活
用

を
検
討
す
る
調
査
費
用

２
５
１
２
万
円

農
産
物
直
販
施
設
管
理
運
営
費
・
農

林
漁
業
体
験
実
習
館
管
理
運
営
費
・

魚
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
産
直
施

設
に
来
館
者
の
体
温
を
迅
速
に
測
定

す
る
非
接
触
型
体
温
計
を
設
置
す
る

た
め
の
費
用
　
　
　
　
　
　
　
61
万
円

総
額
３
３
３
億
３
１
７
６
万
円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
４
億
５
７
９
万
円
を
減
額
し

農
業
用
施
設
整
備
事
業
費

　
防
災
重
点
た
め
池
に
指
定
さ
れ
て

い
る
３
つ
の
た
め
池
（
深
町
池
・
谷

川
池
・
笹
熊
池
）
は
、
堤
体
の
改
修

歴
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
耐
震
性
の

有
無
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

の
補
助
を
受
け
、
調
査
を
行
う
た
め

の
費
用
　
　
　
　
　  

２
２
８
２
万
円

水
産
振
興
一
般
管
理
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
魚
の
価
格
が
下
落
し
て
お

り
、
漁
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
。
漁
業
者
が
漁
協
に
対
し
、
水
揚
げ

量
に
応
じ
て
負
担
す
る
販
売
手
数
料
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
漁
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
水
産
振
興
助
成
金
を
増

額
す
る
費
用 

　
　
　
　  

１
４
０
万
円

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　
令
和
２
年
の
台
風
９
号
お
よ
び
10

号
に
よ
り
、
農
業
用
機
械
や
施
設
等

が
被
災
し
た
農
業
者
に
対
し
て
、
復

旧
に
必
要
と
な
る
費
用
を
助
成
す
る

事
業
補
助
金
　
　
　
　
　
６
３
５
万
円

観
光
施
設
整
備
事
業
費

　
国
税
徴
収
法
等
に
基
づ
く
随
意
売

却
に
よ
り
、
市
が
所
有
権
を
取
得
し

た
旧
旅
館
跡
地
に
お
け
る
土
地
お
よ

び
建
物
に
つ
い
て
、
旧
所
有
者
に
対

し
て
明
け
渡
し
請
求
を
す
る
た
め
の

訴
訟
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
44
万
円

教
育
施
設
建
設
準
備
基
金
費

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
歳
入
・
歳
出

の
収
支
に
剰
余
が
生
じ
た
た
め
、
今

後
の
財
政
需
要
に
備
え
る
財
源
調
整

と
し
て
教
育
施
設
建
設
準
備
基
金
を

増
額
　
　
　
　
　
２
億
２
０
０
０
万
円

学
校
保
健
事
業
費

　
学
校
長
の
判
断
で
感
染
症
対
策
や

学
習
保
障
等
に
必
要
な
取
り
組
み
を

迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
学
校

教
育
活
動
継
続
支
援
事
業
補
助
金
に

お
い
て
、
国
庫
補
助
金
の
交
付
に
伴

う
増
額
費
用
　
　
　 

１
２
４
０
万
円

母
子
相
談
（
妊
婦
健
診
）
事
業
費

　
妊
娠
届
出
数
の
増
加
や
妊
婦
の
転

入
増
加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
里
帰
り
出

産
期
間
の
長
期
化
の
た
め
申
請
件
数

増
加
に
伴
う
費
用
　
　
　
７
８
３
万
円

フ
ク
ス
タ
事
業
費
・
管
理
費

　
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
い
き

い
き
交
流
館
）
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
、

管
内
の
空
調
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
改
修
費
用
　
　  

６
４
０
９
万
円

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
額
に
関
す
る

条
例
を
改
正全

員
賛
成
で
可
決

令
和
3
年
度
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
1
時
間
当

た
り
の
給
与
額
が
変
更
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
は
基
本
報
酬
額
を
基
に
決
め

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
地
域
手
当

相
当
額
を
加
え
て
計
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
時
間
外
勤
務
な
ど
時
間

単
価
で
計
算
さ
れ
る
手
当
等
に
反
映

さ
れ
る
。

主
な
質
疑

　
対
象
と
な
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
職
員
の
人
数
は
。

　
令
和
２
年
度
１
月
時
点
の
実
績

で
95
人
で
あ
る
。

投
票
管
理
者
お
よ
び
投
票
立

会
人
の
交
代
制
に
関
す
る
条

例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

選
挙
の
投
開
票
に
従
事
す
る
投
票

管
理
者
お
よ
び
投
票
立
会
人
が
職
務

時
間
内
に
交
代
が
可
能
と
な
り
、
そ

れ
ま
で
に
従
事
し
た
時
間
に
相
当
す

る
報
酬
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
直
近
の
選
挙
で
条
例
を
反
映
す

る
の
か
。

　
直
近
の
選
挙
か
ら
実
施
し
て
い

く
。　

交
代
時
間
は
具
体
的
に
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

　
一
日
も
し
く
は
半
日
と
い
う
形

で
費
用
弁
償
を
考
え
て
い
く
。
緊
急

時
等
に
お
い
て
時
間
単
位
で
交
代
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
も
、
対
応
で

き
る
施
行
規
則
を
定
め
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

問答

問答

問答

市
立
福
間
会
館
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　
福
間
会
館
施
設
使
用
料
に
つ
い

て
、
５
時
間
以
内
の
施
設
使
用
料
単

価
を
１
時
間
当
た
り
の
単
価
に
見
直

し
、
新
た
に
冷
暖
房
使
用
料
を
設
定

す
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
関
連
す
る
市
の
税
条
例
を

改
正
す
る
。

国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関

連
す
る
市
の
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　
条
例
改
正
案
に
「
中
華
人
民
共

和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し

て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る

こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
変
異
ウ

イ
ル
ス
も
含
め
た
も
の
か
。

　
　
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
対
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異

株
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
る
。

介
護
保
険
条
例
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
介
護
保
険
運
営
協
議
会
最
終
答
申

を
経
て
、
介
護
保
険
料
所
得
段
階
区

分
お
よ
び
保
険
料
基
準
額
に
対
す
る

割
合
を
決
定
し
た
た
め
、
関
連
す
る

条
例
を
改
正
す
る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

台風10号で被害を受けたハウス

福岡県知事選挙にて交代制が導入開始

使用料が見直された福間会館

空調設備を改修するいきいき交流館

非接触型体温計

問答

7 6

３
月
定
例
会  

一
般
会
計
補
正
予
算

常
任
委
員
会
審
査
報
告



津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費

　
空
調
設
備
の
老
朽
化
で
不
具
合
が

発
生
し
て
い
る
た
め
、
設
備
を
更
新

す
る
費
用
　
　
　
　  

２
１
７
８
万
円

地
方
創
生
事
業
費

　
東
福
間
駅
周
辺
地
域
団
地
再
生
事

業
に
お
い
て
、
民
間
資
金
等
の
活
用

を
検
討
す
る
調
査
費
用

２
５
１
２
万
円

農
産
物
直
販
施
設
管
理
運
営
費
・
農

林
漁
業
体
験
実
習
館
管
理
運
営
費
・

魚
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
産
直
施

設
に
来
館
者
の
体
温
を
迅
速
に
測
定

す
る
非
接
触
型
体
温
計
を
設
置
す
る

た
め
の
費
用
　
　
　
　
　
　
　
61
万
円

総
額
３
３
３
億
３
１
７
６
万
円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
４
億
５
７
９
万
円
を
減
額
し

農
業
用
施
設
整
備
事
業
費

　
防
災
重
点
た
め
池
に
指
定
さ
れ
て

い
る
３
つ
の
た
め
池
（
深
町
池
・
谷

川
池
・
笹
熊
池
）
は
、
堤
体
の
改
修

歴
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
耐
震
性
の

有
無
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

の
補
助
を
受
け
、
調
査
を
行
う
た
め

の
費
用
　
　
　
　
　  

２
２
８
２
万
円

水
産
振
興
一
般
管
理
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
魚
の
価
格
が
下
落
し
て
お

り
、
漁
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
。
漁
業
者
が
漁
協
に
対
し
、
水
揚
げ

量
に
応
じ
て
負
担
す
る
販
売
手
数
料
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
漁
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
水
産
振
興
助
成
金
を
増

額
す
る
費
用 

　
　
　
　  

１
４
０
万
円

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　
令
和
２
年
の
台
風
９
号
お
よ
び
10

号
に
よ
り
、
農
業
用
機
械
や
施
設
等

が
被
災
し
た
農
業
者
に
対
し
て
、
復

旧
に
必
要
と
な
る
費
用
を
助
成
す
る

事
業
補
助
金
　
　
　
　
　
６
３
５
万
円

観
光
施
設
整
備
事
業
費

　
国
税
徴
収
法
等
に
基
づ
く
随
意
売

却
に
よ
り
、
市
が
所
有
権
を
取
得
し

た
旧
旅
館
跡
地
に
お
け
る
土
地
お
よ

び
建
物
に
つ
い
て
、
旧
所
有
者
に
対

し
て
明
け
渡
し
請
求
を
す
る
た
め
の

訴
訟
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
44
万
円

教
育
施
設
建
設
準
備
基
金
費

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
歳
入
・
歳
出

の
収
支
に
剰
余
が
生
じ
た
た
め
、
今

後
の
財
政
需
要
に
備
え
る
財
源
調
整

と
し
て
教
育
施
設
建
設
準
備
基
金
を

増
額
　
　
　
　
　
２
億
２
０
０
０
万
円

学
校
保
健
事
業
費

　
学
校
長
の
判
断
で
感
染
症
対
策
や

学
習
保
障
等
に
必
要
な
取
り
組
み
を

迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
学
校

教
育
活
動
継
続
支
援
事
業
補
助
金
に

お
い
て
、
国
庫
補
助
金
の
交
付
に
伴

う
増
額
費
用
　
　
　 

１
２
４
０
万
円

母
子
相
談
（
妊
婦
健
診
）
事
業
費

　
妊
娠
届
出
数
の
増
加
や
妊
婦
の
転

入
増
加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
里
帰
り
出

産
期
間
の
長
期
化
の
た
め
申
請
件
数

増
加
に
伴
う
費
用
　
　
　
７
８
３
万
円

フ
ク
ス
タ
事
業
費
・
管
理
費

　
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
い
き

い
き
交
流
館
）
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
、

管
内
の
空
調
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
改
修
費
用
　
　  

６
４
０
９
万
円

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
額
に
関
す
る

条
例
を
改
正全

員
賛
成
で
可
決

令
和
3
年
度
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
1
時
間
当

た
り
の
給
与
額
が
変
更
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
は
基
本
報
酬
額
を
基
に
決
め

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
地
域
手
当

相
当
額
を
加
え
て
計
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
時
間
外
勤
務
な
ど
時
間

単
価
で
計
算
さ
れ
る
手
当
等
に
反
映

さ
れ
る
。

主
な
質
疑

　
対
象
と
な
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
職
員
の
人
数
は
。

　
令
和
２
年
度
１
月
時
点
の
実
績

で
95
人
で
あ
る
。

投
票
管
理
者
お
よ
び
投
票
立

会
人
の
交
代
制
に
関
す
る
条

例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

選
挙
の
投
開
票
に
従
事
す
る
投
票

管
理
者
お
よ
び
投
票
立
会
人
が
職
務

時
間
内
に
交
代
が
可
能
と
な
り
、
そ

れ
ま
で
に
従
事
し
た
時
間
に
相
当
す

る
報
酬
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
直
近
の
選
挙
で
条
例
を
反
映
す

る
の
か
。

　
直
近
の
選
挙
か
ら
実
施
し
て
い

く
。　

交
代
時
間
は
具
体
的
に
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

　
一
日
も
し
く
は
半
日
と
い
う
形

で
費
用
弁
償
を
考
え
て
い
く
。
緊
急

時
等
に
お
い
て
時
間
単
位
で
交
代
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
も
、
対
応
で

き
る
施
行
規
則
を
定
め
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

問答

問答

問答

市
立
福
間
会
館
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　
福
間
会
館
施
設
使
用
料
に
つ
い

て
、
５
時
間
以
内
の
施
設
使
用
料
単

価
を
１
時
間
当
た
り
の
単
価
に
見
直

し
、
新
た
に
冷
暖
房
使
用
料
を
設
定

す
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
関
連
す
る
市
の
税
条
例
を

改
正
す
る
。

国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関

連
す
る
市
の
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　
条
例
改
正
案
に
「
中
華
人
民
共

和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し

て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る

こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
変
異
ウ

イ
ル
ス
も
含
め
た
も
の
か
。

　
　
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
対
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異

株
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
る
。

介
護
保
険
条
例
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　
介
護
保
険
運
営
協
議
会
最
終
答
申

を
経
て
、
介
護
保
険
料
所
得
段
階
区

分
お
よ
び
保
険
料
基
準
額
に
対
す
る

割
合
を
決
定
し
た
た
め
、
関
連
す
る

条
例
を
改
正
す
る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

台風10号で被害を受けたハウス

福岡県知事選挙にて交代制が導入開始

使用料が見直された福間会館

空調設備を改修するいきいき交流館

非接触型体温計

問答
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３
月
定
例
会  

一
般
会
計
補
正
予
算

常
任
委
員
会
審
査
報
告



都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

許
可
の
基
準
の
緩
和
に
関
す

る
条
例
の
制
定

全
員
賛
成
で
可
決

公
園
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
開
発
区
域
に
お
け
る
面
積
規

模
の
最
低
限
度
を
緩
和
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
。

主
な
質
疑

　
３
０
０
０
㎡
か
ら
５
５
０
０
㎡

ま
で
は
１
６
５
㎡
の
公
園
設
置
と

な
っ
て
い
る
。
５
５
０
０
㎡
以
上
は
、

３
％
以
上
の
公
園
設
置
と
な
る
の
か
。

　
遊
具
や
ベ
ン
チ
な
ど
一
定
程
度

の
施
設
整
備
が
で
き
る
１
６
５
㎡
を

最
低
基
準
と
し
、
本
条
例
案
と
は
別

に
、
４
月
１
日
か
ら
開
発
指
導
要
綱

を
改
定
し
、
規
模
の
拡
大
を
お
願
い

し
て
い
く
。

市
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
お

よ
び
変
更

全
員
賛
成
で
可
決

市
内
で
開
発
さ
れ
た
団
地
に
道
路

を
開
設
、
新
た
な
道
路
整
備
に
よ
り

重
複
す
る
道
路
の
廃
止
お
よ
び
変
更

を
行
っ
た
。
認
定
し
た
路
線
は
５
か

所
、
廃
止
は
2
か
所
、
変
更
は
１
か

所
と
な
る
。

主
な
質
疑

　
毎
年
、
道
路
の
認
定
廃
止
等
が 

多
く
な
っ
て
い
る
。
総
延
長
や
面
積

の
増
減
と
年
間
の
維
持
管
理
費
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
道
路
の
管
理
延
長
は
毎
年
増

え
、
約
５
３
０
㎞
で
あ
る
。
少
人
数

で
管
理
を
し
、
予
算
も
据
え
置
き
で

あ
る
た
め
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

訴
え
の
提
起全

員
賛
成
で
可
決

市
が
当
該
土
地
お
よ
び
建
物
を
取

得
し
、
所
有
権
移
転
登
記
が
完
了
し

た
後
、
相
手
方
が
期
限
ま
で
に
明
け

渡
さ
な
か
っ
た
た
め
、
訴
え
を
提
起

す
る
も
の
。

　（
建
設
環
境
委
員
会
審
査
報
告
）

答

問

問

答

訴えを提起する旧魚正ビル

《
教
育
長
》

大
嶋
　正
紹 

氏

生
年
月
日
　
昭
和
29
年
６
月
29
日

任 

期
　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　 

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

 

略 

歴
○
昭
和
54
年
４
月
〜
昭
和
63
年
３
月

　
福
岡
市
立・宗
像
市
立
小
学
校（
教
諭
）

○
昭
和
63
年
４
月
〜
平
成
５
年
３
月

　
福
岡
教
育
大
学
附
属
福
岡
小
学
校  

（
教
官
）

○
平
成
５
年
４
月
〜
平
成
９
年
３
月

　
福
岡
県
教
育
庁
福
岡
教
育
事
務
所

（
指
導
主
事
）

○
平
成
９
年
４
月
〜
平
成
11
年
３
月

　
宗
像
市
立
河
東
小
学
校（
教
頭
）

人
事
案
件
に
同
意

陳
　
情

○
平
成
11
年
４
月
〜
平
成
14
年
３
月

　
宗
像
市
立
東
郷
小
学
校（
教
頭
）

○
平
成
14
年
４
月
〜
平
成
19
年
３
月

　
宗
像
市
立
日
の
里
東
小
学
校（
校
長
）

○
平
成
19
年
４
月
〜
平
成
23
年
３
月

　
宗
像
市
立
河
東
西
小
学
校（
校
長
）

○
平
成
23
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月

　
福
津
市
立
福
間
南
小
学
校（
校
長
）

○
平
成
27
年
４
月
〜
平
成
29
年
３
月

　
福
津
市
立
上
西
郷
幼
稚
園（
園
長
）

○
平
成
29
年
４
月
〜
令
和
２
年
３
月

　
福
津
市
教
育
委
員
会
（
非
常
勤
指
導

　
主
事
）

○
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月

　
福
津
市
立
神
興
小
学
校（
講
師
）

《
公
平
委
員
会
委
員
》

廣
島
　正
孝
　 氏

田
中
　雅
子
　 氏

後
藤
　健
太
郎 

氏

任 

期
　
令
和
３
年
６
月
２
日
か
ら

　
　
　 

令
和
７
年
６
月
１
日
ま
で

「
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

引
き
上
げ
の
見
送
り
を
求
め
る
」
意
見

書
を
国
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
福
岡
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会

会
長
　
豊
田
　
文
俊

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参

加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を

送
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
非
核
の
政
府
を
求
め
る

　
　
　
福
岡
県
の
会

　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
熊
谷
　
芳
夫

お
お
し
ま
　  

ま
さ
つ
ぐ

ひ
ろ
し
ま
　  

ま
さ
た
か

た 

な
か
　   

ま
さ 

こ

ご 

と
う
　   

け
ん 

た 

ろ
う

得
票
率
が
前
回
よ
り
下
が
り

重
く
受
け
止
め
て
い
る

選
挙
結
果
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か

問問 答答

問問
　
様
々
な
交
付
金
等
も
あ
る
が
、
そ
の

他
に
財
源
確
保
の
方
法
は
な
い
の
か
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
研
究
中
。

　
自
治
会
等
の
要
望
に
ど
の
よ
う
に
応

え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

い
く
の
か
。

　
市
民
生
活
向
上
の
た
め
に
市
と
自
治

会
や
郷
づ
く
り
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
あ
る
。
税
金
を
投
じ
る
べ
き
と
こ

ろ
に
投
じ
る
と
い
う
基
本
認
識
の
も

と
、
要
望
対
応
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す

る
。

何
か
新
し
い
財
源
確
保
の

方
法
を
考
え
て
い
く

自
治
会
等
の
要
望
に

対
す
る
財
源
確
保
は

答答

　
定
例
会
の
挨
拶
で
市
長
は「
反
省
す

べ
き
点
は
反
省
し
、
改
め
る
べ
き
点
は

改
め
る
」と
述
べ
ら
れ
た
。
具
体
的
に

反
省
す
べ
き
点
、
改
め
る
べ
き
点
は
。

　
私
に
対
し
て
信
任
を
頂
い
て
い
な
い

多
く
の
市
民
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
重
く

受
け
と
め
て
い
る
。
す
べ
て
の
市
民
の

意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
理
解
を
求
め

て
い
き
た
い
。

　
今
後
４
年
間
の
公
約
の
実
現
に
向
け

て
、
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

　
公
約
の
第
一
は
、
教
育
や
福
祉
政
策

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
福
津
の
宝
で
あ

る
農
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
経

済
産
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
財
源
の

確
保
に
取
り
組
み
た
い
。
第
二
は
、
災

害
に
強
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
地
域
計
画
、
雨
水
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
、
課
題
解
決
力
を

強
化
す
る
た
め
に
行
政
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
進
め
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
職
員
が

好
奇
心
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
職
場
環

境
を
つ
く
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
私
自

身
も
多
様
な
考
え
方
を
尊
重
し
、
し
っ

か
り
決
断
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
手
光
ビ
オ
ト
ー
プ
の
取
り
組
み
は

・
郷
づ
く
り
と
自
治
会
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

コロナ禍、市長・職員が一丸となって市政運営をコロナ禍、市長・職員が一丸となって市政運営を

自分で品定めができて楽しい移動販売自分で品定めができて楽しい移動販売

榎本　博

中村　清隆

▼
買
い
物
支
援
策
に
つ
い
て

　
移
動
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
は
。

　
東
福
間
、
宮
司
、
若
木
台
、
原
町

等
。
さ
ら
に
市
の
さ
さ
え
合
い
協
議
体

の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
が

把
握
し
た
地
域
ニ
ー
ズ
か
ら
、
南
町
と

光
陽
台
で
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
今
年
度
終
了
の
補
助
制
度
。
見
守
り

や
介
護
予
防
に
も
な
り
、
少
な
い
経
費

で
大
き
な
効
果
を
得
ら
れ
る
事
業
の
補

助
を
、
市
単
費
で
継
続
す
る
考
え
は
。

　
市
単
費
の
事
業
と
い
う
こ
と
は
、
非

常
に
難
し
い
。
国
の
臨
時
交
付
金
の
延

長
が
あ
れ
ば
、
継
続
が
望
ま
し
い
。

答 問答 問
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常
任
委
員
会
審
査
報
告
・
人
事
案
件
・
陳
情

一般質問ここが
聞きたい一般質問ここが

聞きたいQRコードから録画配信にアクセスできます


